
資料２ 

児童・生徒心理調査 Q-U「楽しい学校生活を送るためのアンケート」 

市内小中学校の活用状況について 

１ Q-Uの結果の活用場面（全 28校、複数回答可） 

① 学級担任が児童・生徒理解を深める… 

② 学年間で情報共有する………………… 

③ 校内委員会等で情報共有する………… 

④ 校内研修等で活用する………………… 

⑤ 保護者との面談で活用する…………… 

⑥ 児童・生徒との面談で活用する……… 

 

２ 個別指導への活用（全 28校、複数回答可） 

① 要支援群の児童・生徒への支援…………… 

② いじめ問題の未然防止や早期発見………… 

③ 不登校の未然防止…………………………… 

④ 児童・生徒の生活指導上の問題等の予防… 

 

３ 活用に向けた各校からの意見等（任意回答、内容を要約して表記） 

・具体的な活用例の紹介や研修などあるとよい。（他、同様６件） 

・活用例の紹介や研修などがオンデマンド化されるとよい。（他、同様５件） 

・年２回実施できてよい。今後も継続して実施してほしい。（他、同様１件） 

・アンケート調査がデジタル化するとよい。 

・どこまで効果が出ているかを検証するためにはもう少し時間が必要である。 

・調査の効果をあげるには、研修会や教員個々の読み取り、情報共有等々に時間が必要で

負担感が大きい。 
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